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令和8年度公立高等学校入学者選抜

学力検査問題正答表

数学

正 竿F 

‘巳’̀‘ 
採点上の注意 問 題 正 答

10 3 (1) 0.3 kg 

1 
1 

3 (2) a=  0.3b 
3 

-24 3 (1) (2, 7.9) 

3厄 3 (2) ウ

7a-9 3 
説明

④ gをXの一次関数とみなし，原点0から点D

イ，工 3 までの点を基に，直線をかき，そのグラフに

2 おいてy=120のときのx座標を読む。
68 度 3 

(3) 〔別解〕

yをxの一次関数とみなし，原点0から点D

までの座標を基に，gをxの式で表し，その
-- P 式にy=120を代入し， Xの値を求める。

．。 4 
正答は，一例を示し

(1) 2 たものである。 a=  

C 
1 (2) y= -3x + 14 

(3) ， 
証明

（作図に用いた線は消さないこと。）
△ABRと△CQRにおいて

ア 3 対頂角は等しいから，

LARB = LCRQ……① 
0.70 3 仮定より， LABC= LECD 

よって，同位角が等しいから，
イ 3 AB II EC ・・・・・・・・・・・・・・・② 

匡l
黄色と赤色

平行線の錯角は等しいから，＠より，

LBAR = LQCR……③ 
5 
色の組み合わせのみ

(1) 正答の場合は， 3点1 
2 ①，③より， 2組の角がそれぞれ等しい

3 から，

15 3 △ABR w △CQR 

記号
イ

説明

2人グループの数と3人グループの数の差が2(])とき，
Y=X+2……① 
または，

Y=X-2 ··…•② 
(2) 5 

Aさんが検討に目いた式をRとする。 2 
cm 

5 
正答は，一例を示し

①，③を連立方程式として解き， たものである。

X = 15, Y = 17 1 冗r2h cm3 
②，◎）を連立方程式として解き，

X ＝ 87 g ＝ 77 
(1) 3ぽ冗 cm 

5 l 5 固
X, yは0以上の整数であることから， 2 (2) ー3ぽ冗 cm 
x= —85 7 , y=―75 7 は適していない。

2 

(3) _， 1[ 

したがって， 3人グループの数の方が大きい。 2 
cm 

星採点上の注意

3 

3 

3 

3 

正答及び別解は，そ
5 れぞれ一例を示した
ものである。

3 

3 

4 

6 
証明は，一例を示し
たものである。
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4 

4 

4 

4 


